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中近東フィｰルド･ノｰト①

応用地質学セン

夕一と中東の諸大学

高橋蒲(技術部)

はじめに

1967年から3年間第3･4次地質調査所サウジアラ

ビア調査団の一員としてアラビア層状地の鉱床地帯の

地球化学的調査に従事し1970年11月に帰国して一息き

入れる間もなく翌年の1971年3月にふたたびサウジア

ラビアジェッダ市に新設された応用地質学センタｰ

(CentreforApP1iedGeo1ogy)にユネスコ地球化学専

門家として赴任することと狂った.

結局1977年8月末まで6年半にわたってセンタｰの

地球化学の講座を担当し学生の教育と研究指導地球

化学実験室の設営整備に当った.私の滞在した9年半

は第4次中東戦争をはさみサウジアラビアを中心とし

た産油国が行使した石油戦略により原油の価格が暴騰し

た時期で(いわゆる“石油危機"2.77ドル/バｰレル(1973年5

月)→5.12ドル/バｰレル(1973年10月)→11.65ドル(1974年1

月)に価格上昇)オイルダラｰが奔流のようにサウジア

ラビアなどの産油国に流れこみ大変貌の始まった時期

であった.赴任時に郊外の静かな一軒家のつもりで借

りた我が家も帰国前には東京の“環7"沿いの住宅の

ように一目中自動車騒音で悩まされるような市の中心

地に在ってしまっていた.このサウジアラビアの大変

貌を現地でつぶさに体験し観察することができたの

はまたとない機会であった.この時期の中近東とく

にサウジアラビアを中心としたもろもろのできごとを

r中近東フィｰルド･ノｰト』として78回に

わたって思いつくままに書きっづってみた｡

応用地質学センタｰの設立

応用地質学センタｰはタノ･ラン(Dhahran)にある

石油鉱山大学の修士課程としてサウジアラビア政府･

ユネスコ(Unesco)･国連開発計画(UNDP)の三機関

の協カプ回ジェクトとして1970年秋に紅海岸のジェッ

ダ市(Jeddah)に新設された.

しかし最初の計画段階ではアラビア眉状地の地質調

査･鉱床探査に従事している石油鉱物資源省の大学卒の

地質家･鉱床家の再教育(upgradingandtraining)を

目的とする『訓練センタｰ』としてジェッダ市の南東180

k血海抜1,500mの避暑地タイフ市(AtTaif)に設置さ

れ2年間の訓練コｰス修了者には修了証書を渡すとい

う案であったが最終的には石油鉱山大学学長アブドァ

ラ･バカル博士(Dr.AHu11ahB狐R)同大学顧問ホ

ｰル博士(DLK.H旭L米人)アブドルアジｰズ王

大学学長アブド･ヤマニ博士(Dr.AもuaYA肚NI現情

報相)ヤマニ石油鉱物資源相(AhmeaZ･Y畑ANI)だ

とのサウジ政府側の強い主張で石油鉱山大学の3年制

の修士課程と変更され鉱物資源局のある紅海岸のジェ

ッダ市に設置されることになった.いわゆる『訓練セ

ンタｰ』から詞大学院』への変更は設立半年後の1971年

写真1高層ビルか目立ちほじめた最近のジェッダ市大変な建築ブｰ

ムである.

写真2古い建物は無されてビノレカ葦建てられているがジよツタ旧市

内では未だ古い家が目立つ.�
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第1図サウジアラビア

4月にやっと合意をみて新しいStudyP1anづくりが行

われた.センタｰの設立に当ってヤマニ石油鉱物資

源相とカバニ鉱物資源担当次官(Dr.F.KABB畑I)は

センタｰ一の学生はすべて鉱物資源局で働く地質家を当て

ると約束し新卒の23才の若手から実務経験10年以上の

37才の古手まで修士か博士の学位をもたない40才以下

のすべての地質家を送りこんできた.1970年9月に入

学したこの26名の学生はヌボルト(Dr.K,N蝿醐丁オ

ｰストリア人)ベルクストロｰム(Dr.L.B囲GsTRδM

スウェｰデン人)両博士の指導でジェッダ市にほど近

いワジ･ファトマ(WadiFatima)地域で3ヵ月のマツ

王国の主要都市と道路

ビングの訓練も始まり曲りなりにもセンタｰはスタｰ

トを切っていた.もちろん当時は『大学院大学』では

なく『訓練センタｰ』として出発していた.

ところカミ1971年1月のセンタｰ運営委員会(BOard

T工usteeofCent工eforApP1iedGeo1ogy)は委員会決

定として応用地質学センタｰを『訓練センタｰ』では

なく修士課程の『大学院大学』として運営し教育計

画をその線に沿って改訂すべきである旨通知してきた.

運営委員会はヤマニ大臣を議長としユネスコ(Dr.E.

Wムm醐センタｰの主任顧間)国連開発計画(UNDP�
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のサウジアラビア代表)およびサウジ政府側(石油鉱

山大学長アブドノレアジｰズ王大学々長センタｰ所長

および教育省の代表)からなっていた.この大改訂は

ユネスコ･国連開発計画の主流カミサウジ政府側の主張に

押し切られた形になった.この改訂に踏み切ったサウ

ジ政府側の理由はいくつかあった.

(1)鉱物資源局の大半の地質家達はセンタｰへの入学を大分反

対したらしかったが大臣や次官は強硬に反対を押さえ込

んでセンタｰへ送り込んだ.センタｰが設立されるまで

は入省した地質家はまず語学の研修のため英国の諸大学

(ブリストノレリｰドカｰディフなどの大学)に1年間

送られまた研修終了後希望すれば数年間これらの大学の

地質や鉱床学の修士課程への入学が許可されていた.セ

ンタｰの設立はこのような外国研修･留学のチャンスを奪

うことになるというのが大き校反対の理由であり七ンタ

ｰ発足後も大臣や次官への直訴が絶えなかった.このよ

うな不満を押えるためには『訓練センタｰ』では弱く是非

修了者には修士の学位を与えたい(カバニ次官).

(2)これまでサウジアラビア国内の多くの高校生達は国内のリ

ヤド大学や石油鉱山大学への進学よりも中東各地(エジプ

トやレバノン)の大学や欧米の大学への進学を選びさら

に修士や博士の学位をとるためにこれらの大学に留学し

特に理･工･医学系の学生の大部分は本国に戻らず一種の

頭脳流出が当り前になっていた､センタｰを優れた大学

院大学として育て頭脳の流出をくいとめるとともに研究者

に研究の場を提供するようにしたい.この意見はオｰ

ストラリア国立大学(ANU)カミ大学院大学として設立

され成果を挙げているとしてアブド･ヤマニ学長(アブ

ドルアジｰズ王大学)から出された.

ユネスコ･国連開発計画側ではサウジ政府側の大改

訂を受け入れはしたが大学院大学として授与する修士

の学位の学問的水準が欧米諸大学と同等であるべきであ

ると強く主張し2年間の訓練コｰスは1年延長されて

3年間の修士課程と放った.この3年間の修士課程は

A･Bコｰスと修士論文コｰスに分けられ最後に修士

論文を提出審査を受けて終了する1審査の結果優秀な

卒業生は外国の有名大学の博士課程へ国費で進む切符を

手にすることに在る11年間のAコｰスは地質･料石

鉱物学の再教育と3ヵ月のマッピングを主体とした進級

論文(Dip10ma工eport)で終る.審査の結果進級論文

の内容が規定の水準に達しなかった学生は･飾にかけら

れ退学させられ審査をバスした学生だけが晴れてBコ

ｰス(鉱山地質･地球物理･地球化学の理論実習コｰ

ス)に進み最終課程である修士論文のための野外およ

び室内研究(原則としてユ年間半年延長もできる)に

参加する権利を獲得し最後に論文提出･審査･卒業と

粗る.A･Bコｰスでは学生は連胃平均4時間の講義

と実習で鍛えられる.進級論文と修士論文の審査はセ

ンタｰの関係スタッフと学外審査員3名によるものとき

められた･この学外審査員による審査は英国の大学

では普通に行われている方式でファイフ教授(WfYF皿

現ウェスタン･オンタリオ大学)デｰビス教授(J.DムYIs

英国インペリャノレ･カレッジ)チャップマン教授(F.

C亘蛆肚N石油鉱山大学)の3名が選ばれた.論文審

査委員会の審査は大変きびしく第1回生26名のうち進

級論文審査で10名カミ筋にかけられて鉱物資源局に戻され
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第2図

応用地質学センタｰ創立当時の用嚢のマｰク(L)ヒ

現在の用嚢(下).

創立当時の用嚢にはUNDPとUNESCOのマｰク

入りで大変な意気込みが感じられる､�
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写真3

庭用地質学センタｰ発足当時の最高幹部(ユ971年).左よりリ

ヤド･ライス氏UNDP駐サウジアラビア代表(レバノン人

現オマン政府経済顧間)エルマｰ･ウォルタｰ博士UNE-

SCO応用地質学センタｰチｰフテクニカルアドバイザ

ｰ(オｰストリア人現オｰストリア科学アカデミｰ事務局長)

アブダラ･アンカリｰ氏応用地質学センタｰ所長(現サウジ

アラビア政府情報相秘書官)

写真4

応用地質学センタｰ創立一周年記念パｰティで学生達を激励

するアフメド･ザキ･ヤマニ石油鉱物資源相.話しているの

はベルクストロｰム教授(岩石鉱物学現スウェｰデンヨ

チボリ大学教授)､

ヤマニ石油相は石油危機(1974年)までは週に一度はセン

タｰに顔を出して学生達をはげましていた､

修士論文を手にしたのは約半数の14名にすぎ荏かった.

進級論文審査で10名が落とされたためその後ヤマニ大

臣はじ･めカバニ次官サルタン局長(Gha･iSu1tan現

次官)などの石油鉱物資源省の幹部カミ機会あるごとにセ

ンタｰを訪れ学生達を激励していた.

1970年センタｰ創立当時アラビア層状地の地質鉱床

調査に従事していた地質家･地球科学者は鉱物資源局

(DGMR)米国地質調査所(USGS)フランス地質

鉱物研究所(BRGM)日本地質調査所(GSJ)など

合計約80名いだがいずれも地質図幅･鉱床調査などの

野外調査に追われて研究的な仕事をすることは難かしく

時々集っては層状地の地史や鉱床成因論の情報交換を行

う程度であった.しかし各チｰムにより集められた基

礎デｰタ側えば層状地の深成岩･火山岩類の年代測定

デｰタなどからアラビア層状地の地史や銅鉱床の成因に

写真5応用地質学センタｰのEx-

temalExa㎜三ne正の一人

であるウイリアム･ファイ

フ教授(婁カナダ･西オン

タリオ大学地質部長)セン

タｰ創立当時はマンチェス

タｰ大学教授であった.

現在の応用地質学研究所の

よきアドバイザｰである.

写真6応用地質学センタｰ第一回卒業生とともにタノ･ラン石油鉱山大学宿舎付近にて(1973年6月

卒業式の朝)最初26名いた学生は14名に筋い分けられた.現在5名カ茎各地の大学の博士

課程に進んでいる.�
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ついての論議が花開こうとしていた.この時期に応用

地質学センタｰが設立したことは誠に良いタイミング

であった.実際毎水曜目の夜センタｰで開かれていた

㌦ミナｰ』はサウジアラビアで働く地質家･鉱床家に

研究的雰囲気を思い出させるのに大いに効果があり毎回

議論が白熱した.

応用地質学センタｰは1975年2月にダバランの石油

鉱山大学からジェッダ市の国立アブドルアジｰズ王大学

に移管されるとともに応用地質学研究所(亙nStitute

ofApP1iedGeo1ogy)と名称を変えたが初めの“CA

G"の名は外人仲間にまた“マルカズ1ジェオロゾｰヤ"

の名はアラブの人達に親しまれて現在でも使われている.

1977年1月からは新たに博士課程が開設され5人の学生

が勉学中であり1978年2月には“EvOlutiOnand

��牡�穡瑩潮潦��牡�慮�畢楡����∀

の国際シンポジアムを主催するにまで成長している

(PrecambrianResearch,Vo1.6,No.1.1978参照).

サウジアラビア政府･ユネスコ･国連開発計画三機関の

協同プロジェクトとしてのセンタｰは1977年8月末で

ほぼ終り新設された水利地質および地質工学教室の充

実を待って!978年末には完全にサウジアラビア政府に

移管されることになっている.

恋お応用地質学センタｰ(Centrefo･AppliedGeo1o-

gy)の名をもつ国連のプロジェクトは世界各地に散在

している.!963年フィリピンに創設された応用地質学

センタｰは国連開発計画(UNDP)が最初につくった

高校卒の地質鉱床技術者のための鉱床探査訓練センタｰ

写真7リヤド大学理学部入口付近手前左に大きな鉄贋石が写真8

おかれている.リヤド付近は音から噴石の落下で有

名で郊外の贋石孔は数少恕い観光地の一つと潅ってい

る一現在リヤド大学は拡張工事で騒がしいが完

成すれば中近東麓一のキャンパスを持つことになる.

で1967年に国連の手を離れてフィリピン政府に移管さ

れた.その他のジェッダ(サウジアラビア)サン･ホ

セ(コスタリカ)ラングｰン(ビルマ)イバダン(ナイ

ジェリア)などのセンタｰはいずれもユネスコｰUNDP

の協同プロジェクトであり大学附設の修士課程である.

1970年に設立されたジェッダのセンタｰが最も古くそ

の成功を踏台として他のセンタｰは計画された.荏お

ブラジルには水利学センタｰ(Centrぺ｡rHydrology)

があり成功をおさめ発展している.イバダン大学附設

センタｰ(ナイジェリア)はユネスコで現在専門家を募

集中である.

アラブ圏の大学と地学教育

応用地質学センタｰにこれまで登録された学生の出身

大学は約半数がサウジアラビアのリヤド大学と石油鉱山

大学で残りの半数はエジプトほかのアラブ圏の大学

アメリカの大学柾ど多岐にわたっている.しかし“石

油危機"以後サウジアラビア国内の三大学一リヤド大

学石油鉱山大学アブドルアジｰズ王大学一の充実は

著しく高校からの進学希望者の大半はこれら国内の三

大学に進み一部の医学や建築志望の学生が欧米に出か

けるにすぎなくなっている.最近のアラブ圏の大学の

地学系の教育の状況とサウジアラビアの状況とを比較

すれば多くの高校卒業生が本国にとどまって教育を受

けるようになったか理解できよう.

アラブ圏はアルジェリア･モ回ツヨ･チュニジアのい

わゆるマグレブ三国(Maghreb)とリビア以東のアラブ

鰭嗣に1,1大別1:きれる.マグレブ三国は数世紀にわたっ

サウジアラビア東部のタノ･ランにある石油鉱111大学正門

年にユニバｰシティに変った.

カレッジの名は1975�
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第3図中東アラブ諸国の地学関係の教室をもつ大学の所在地

十

てフランスの植民地であった.長い聞学校教育もフラ

ンス語で行われたため本来の国語であるべきアラビア

語が次いがしろにされアラビア語を外国語と思う若い

人達も多く最近では『アラビア語復活運動』がこれら

三国でおこっている程である.

いずれにせよマグレブ三国での公用語国語と考え

られる共通語はフランス語で大学の教育ももちろんフ

ランス語で行われ大学の教育方法･機構などもフラン

ス式である.一方リビア以東のアラブ諸国では共通

語はアラビア語で大学の教育はアラビア語と英語で行

われていていうなれぱ英米風である.このように大

学教育に使われる言語が全く異なるためにこれまで相

互の交流はほとんど見られなかったが最近のアラブ地

質会議などの開催により改善のきざしがみえ始めてきた.

これまでにセンタｰへのマグレブ三国の大学からの入学

者は未だ一人もいない.

(1)マグレブ三国の大学

アラビア語が余り良く話せずフランス語をしゃべるマ

グレブ三国の大学の卒業生は就職先はフランス本国･

マグレブ三国･モｰリタニア･マリ･セネガノレ抵どの西

アフリカのフランス語圏に限られリビア以東の本来の

アラブ圏での就職あるいは進学はほとんど七回に近い.

しかし全アラブ諸国の中では世界屈指のモロッコの燐

鉱山で代表されるようにマグレブ三国はもっとも稼行

鉱山も多く鉱業が盛んなため地質･鉱床･鉱山関係の

マグレブ三国の大学卒業生の大半は現地で働いている.

いずれの大学もフランス語で教育が行われ理学部は4年

工学部は5年の修業年限で年間卒業生数は10ないし20名

である.汰おアルジェ大学工学部オラン大学では

1980年に初めての卒業生が巣立つことになっている.

マグレブ三国の諸大学には修士･博士課程はなく大学卒

業後の進学は旧宗主国のフランスの諸大学をめざす.

なおアルジェリア･モロッコでは高校卒業者のための

1年在いし3年制のいわゆる『鉱山学校』カ洛地に点在

し鉱山技術者の養成に当っている.第3回のアラブ

写真9石油鉱山大学コンピュｰタｰ室.1973年当時1BM370が装

備されていた.�
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鉱物資源会議(1976年4月15目一20目於ラバット市

モロッコ)の決定でモロッコ王国の古都マラケッシュ市

(Marrakesh)にある鉱山学校を拡充して他のアラブ諸

国の研修生を受け入れることになった.この件はサウ

ジアラビア王国ジェッダ市での第2回会議で既に決定さ

れていたが実行されなかった.問題はマラケッシュ鉱

山学校での教育カミ主としてフランス語で行われることに

よりリビア以東のアラブ諸国が研修生の派遣をためら

っていることである.

マグレブ三国の大学

①アルジェリア共和国

1)アルジェ大学(Univ阜rsityofA1gers)フランス語

理学部地質学科(卒業生10名/年)4年

工学部鉱山工学科(Nationa1Po1ytechnica1Schoo1)

(10-15名/年)5年

工学部鉱山冶金研(InstituteofMiningandMeta11urgy)

(10-15名/年)5年

2)オラン大学(OransUniversity)

理学部地質学科(卒業生10名/年)フランス語4年

②チュニジア共和国

チュニス大学(TheTunisianUniversity)フランス語

理学部地質学科(卒業生10-15名/年)4年

③モロッコ王国

1)ラバヅト大学(RabatUniversity)フランス語

理学部地質学科(卒業生15-20名/年)4年

工学部鉱山工学科(Moha皿edSchoo1forEngineers)

(50名/年)5年

2)国立鉱山大学(TheNationa1SchoolofMines)

(50名/年)5年

写真ユOベイルｰトアメリカ大学(AUB)のキャン

パス.キャンパス内はアメリカ東部の有名大

学のような風格がある.

(2)エジプトの大学

エジプトの大学とくにカイロ大学とアインシャムス

大学の地質学教室は古くから数多くの地質学者を生み

だしリビア以東のアラブ諸国の地質･鉱山関係の指導

者のほとんどはこれらの大学の卒業生である.しかし

故ナセル大統領は国策として西側欧米諸国との協力友好

関係を絶ちソ連と密接に結びっいていたためこれら

の大学の研究施設はすっかり老朽化してしまった.ソ

連はエジプトの大学での研究活動より優秀な卒業生の再

教育に熱を入れ多くのエジプト人学徒をソ連に長期間

留学させた反面大学の諸施設にはほとんど手を触れな

かった.さらに政府は地学関係の採用人員を大幅に増

やしたために現在ではエジプトの地学関係の卒業生は

毎年500名以上となり著しい水準の低下を招いている.

エジプト国内での地質･鉱山関係の求人数は卒業生の

!/10の約50名に過ぎず国内での職場としては小･中

学校の先生(競争率～5倍)か小･中学校の先生とし

てサウジアラビア･イエメン･アラブ首長国連邦･カタ

ｰル･オｰマンに出稼ぎに出掛けなければならない.

また大学教授はじ｡め助教授以下のスタッフの給与は大

変低く多くの教育者や研究者はそのため国外に流出し

ている･ナセル大統領時代に多くの研究者学徒はソ

連に長年留学してソ連や東欧圏の学位や資格をとって帰

国しているがアラブ圏の多くの国々一とくにサウジ

アラビアやアラブ首長国連邦などの産油国一ではソ連

や東欧の学位や資格は全く認められず国の外交政策の犠

僅となった形で大変苦労している.ナセル大統領の死

後サダト政権はソ連との関係を絶ち切り欧米側諸国

との関係を深めているが中東戦争の傷あとは深く大学

の諾研究施設の復旧学問的水準の向上は思うにまかせ

ていない.

エジプトの大学

1)カイロ大学(TheCairoUniversity)アラビア語十英語

理学部地質学科(カイロ)(卒業生60名/年)

〃(マンソｰラMansourah)(30名/年)

4年

理学部地球物理学科(マンソｰラ)(25名/年)4年

工学部鉱山工学科(25名/年)4年

2)アイン･シャムス大学(TheAinSha皿sUniversity)

アラビア語十英語

理学部地質学科(30名/年)

3)アルアズノ･ル大学(A1-AzharUniversity)

アラビア語十英語

理学部地質学科(30-35名/年)4年

〃地球化学科(10-15名/年)生年

工学部鉱山工学科(20名/年)4年

〃石油工学科(35名/年)4牢�
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4)アレキサンドリア大学(AIexandriaUniversity)

アラビア語十英語

理学都地質学科(アレキサンドリア)(40名/年)4年

理学部地質学科(タンタTanta)(30名/年)4年

5)アシュｰト大学(AssiutUniversity)アラビア語十英語

1r学部鉱山工学科(25名/年)4年

〃冶金工学科(15名/年)4年

6)石油鉱山工業研究所(TheHighIndustria1forPetro-

�畭�楮楮�

スエズ市に設立された4年制大学であるが中東戦争のた

め各地に分散し活動はほとんど止っている.

講義はいずれもアラビア語主体で英語を補助としており修業

年限は4年カイロ･アインシャムス･アズハル･アレキサド

リアの各大学に大学院(修士および博士課程)がある.

アズハルアシュｰト両大学の理･工学部の卒業生が巣立った

のは1975年以後である.

(3)その他のアラブ諸国の大学

レバノンにはベイルｰト･アメリカ大学サン･ジョ

セフ大学およびレバノン大学(通称ユネスコ大学)の三

大学があるが地学関係の教室のあるのはアメリカ大学だ

けである.1861年にシリアン･プロテスタント･カレ

ッジの名で設立されたベイルｰト･アメリカ大学(A㎜e･

ricanUniversityofBeirut,通称AUB)は一世紀以上

の歴史をもちアラブ諸国の中でこれまで多くの人材を輩

出し名実ともに第1級の大学であり医学部はとくに有

名である.この大学は中東のみならずアメリカが海外

に持つ最も有力な学術研究機関である.1975年2月に

勃発したレバノン内戦の間も休校することはなかった.

1970年当時は4,000名近い学生と250名のスタッフから

決りその教育内容の高さ卒業生の質の良さはビカｰ

であり内戦前まではサウジアラビア･クウェｰト･ア

ラブ首長国連邦などから多くの国費留学生を受け入れ人

材の育成に寄与していた.学生はレバノン人ぱかりで

はたく最盛期には約50ヵ国から集ったといわれる.

AUBは文理学部(文化･社会科学･自然科学)･医

学部･農学部･工学部(主体は建築)からなり地質学教

室は文理学部に属し毎年10-15名の卒業生を出していた.

南イエメンｰソマリアで活躍されたヘイドン教授(Dr.

Z.R.B蛆DOUN)を中心に優れたスタッフで学生を育て

ている.AUBの地質学教室は学生に野外調査を伴う

卒業論文の提出を義務付けている中東では数少ない大学

の一つである.ただ大学のあるレバノンは国土は狭く

しかもその90%は中生代以降の石灰岩なので研究の対象

は層位･古生物学中心で岩石鉱物学研究のための施

設･スタッフがやや弱いようである.

リビア･シリア･ヨルダン･イラク･クウェｰト･イ

エメンおよびスｰダンの講国の大学にも地質学教室があ

りこの中でも最も伝統のあるのはシリアのダマスカス

大学でイラクのバグダッド大学がこれに次ぐ.ヨル

ダン大学とイエメンのサナア大学の地質学教室は新設さ

れたばかりで未だ卒業生を出してい荏い.イエメンの

サナア大学とスｰダンのハノレツｰム大学を除いて共通し

ていることは国土が中生代以降の若い地層に覆われ

地下資源は石油と燐が主体であるために地質学教室の

研究対象は層位･古生物学･地球物理学優先でまた石油

資源開発のための地質工学･石油工学にも力を注いでい

る･さらに国土開発のために荏くてはならない水資源

の探査･開発のための水利地質(Hydrogeo1ogy)と水

利学(Hydτo1ogy)の講座も大きな位置を占めている.

例えばクウェｰト大学では卒業してBSc･を得た後2

年間の地下水研究コｰス修了者にディプロマを与えてお

リこのコｰスに参加している学生達の大半は農業水資

源省から派遣されてきている.

伝統のあるダマスカス大学はエジプトのカイロ大学

･アインシャムス大学レバノンのAUBと同じように

かつてはその他の中東諸国から多くの留学生を受け入れ

ていた.

しかしエジプトと同じようにシリア政府とソ連との

協調時代が長すぎたために研究施設の老朽化が目立ち

また石油が発見されずさらに卒業後の兵役義務のため

に地学関係の研究活動や学問的水準の低下がめだって

いる.このダマスカス大学にひきかえクウェｰト･

リビア･イラクの各大学では石油資源開発のための中堅

技術者養成を主目的として地学教室の充実をはかってい

る･とくにクウェｰト大学は最新の設備と優れたス

タッフに恵まれて卒業生の質はきわ立ってよくレバノ

ンのAUB･サウジアラビアの石油鉱山大学とならんで

中東地域のベストスリｰの一つにのし上って来ている.

イエメンの首都サナアのサナア大学は財政的にはサ

ウジアラビアの援助を受け教授陣はエジプトで教育を

受けて新しく出発しヨルダン大学は古くからのっなが

りで西ドイツとの結び付きが深い､

その他の大学

①レバノン共和国

ベイノレｰト･アメリカ大学(AmericanUniversityof

�楲畴�

文理学部地質学科(卒業生5-10名/年)修士課程付設

英語4年

②夏ルダン王国

ヨノレダン大学(TheUniversityofJordan,Amman)

理学部地質学科(1978年に約10名卒業予定)英語4年�
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③スｰダン共和国

ハルツｰム大学(UniversityofKhartoum)

理学部地質学科(卒業生10-15名/年)修士課程付設

英語4年

④シリア･アラブ共和国

ダマスカス大学(TheUniversityofDamascus)

理学部地質学科(卒業生40名/年)アラビア語4年

⑤イラク共和国

1)バグダッド大学(TheUniversityofBaghdaa)

理学部地質学科65名英語4年

工学部石油工学科40名英語4年

2)モスル大学(TheUniversityofMosul)

理学部地質学科英語4年

⑥クウェｰト共和国

クウェｰト大学(TheUniversityofKuwait)

理学部地質学科(卒業生20-25名)英語4年

修士課程はないが2年間の地下水研究コｰスかありデ

イプロマが与えられる.

②リビア･アラブ共和国

リビア大学(TheUniversityofLibya,Tripoli)

理学部地質学科(卒業生25名/年)

アラビア語十英語4年

工学部石油鉱山工学科(卒業生20-25名)英語5年

⑧イエメン･アラブ共和国

サナァ大学(TheUniマersityofSana'a)

理学部地質学科(1975年創立学生10名)英語4年

(4)サウジアラビアの大学

地球科学に関係のある講座をもつ大学はリヤド大学

アブドルアジｰズ王大学･石油鉱山大学の三大学である.

石油鉱山大学(UniversityofPetro1eumandMinera1s,

通称UPM)は石油鉱物資源省の管理下にありまた

アラムコと密接な関係をもち教授陣もアメリカ人が多く

教育方法･大学の運営も完全にアメリカン･システムを

とっておりいうなれぱ『石油専門のアメリカ大学』と

いうところである.教育･研究施設も超一流でアメリ

カの有名大学と比較しても全く遜色はない.1963年ダ

バランに建設されたこの大学は石油産業のための専門

家を育成する教育機関として確固たる地位を築いてきて

いる.もちろんこの大学の卒業生の大半はアラムコ荏

どの石油会社に吸収され中堅技術者として活躍してい

る.地質学･鉱物学教室ができたのは1970年で1974

年以降5名程度の卒業生がでている.1957年に文学部

学生11人で開校したリヤド大学は現在では入学部をもつ

総合大学となり現在の学生数は約6,000人といわれて

いる.理学部で地質学主体の卒業生は1965年はじめて

.3名巣立ち現在までは毎年約25名卒業している.

リヤド大学の教育は一般的教養を高めることを重視し

専門教育としてはやや不十分であり卒業論文の制度は

なく地質学主体の学生は地質学と化学あるいは動

物学などど組合わせて単位をとっている.したがって

専門職として独立して仕事をするか大学院に進むために

は種々のupgradingと実習の訓練が必要と考えられ

る.『応用地質学センタｰ』のStudyP1anに1年

間のupgr我dingのためのAコｰスをおいたのもリヤ

ド大学の卒業生の水準を考慮にいれたためであった.

また講義がすべてアラビア語で行われるため英語力が弱

くサウジアラビア政府では石油鉱物資源省･農業水資

源省および企画省に入省したリヤド大学卒業生は3ヵ

月ないし半年間の英国での語学研修カミ義務づけられてい

る.1968年に征海岸のジェッダ市民の手により設立さ

れたアブドルアジｰズ王大学は1971年に国立の大学とな

り現在はリヤド大学と同様に入学部をもつ総合大学と

なり1976年には応用地質学センタｰも石油鉱山大学よ

り移管された.1978年に初めて地質学主体の卒業生を

生み出すことになるが教育システムはリヤド大学とほ

ぼ同じ一般教養主体であり講義はアラビア語である.

サウジアラビアの大学

1)石油鉱山大学(UniマersityofPetro1eumandMi-

nerals,Dhahran)理工学部地質学･鉱物学科(卒業

生5-10名/年)英語4年

2)リヤド大学(ErRiyadhUniversity,Riyadh)

理学部地質学科(卒業生25名/年)アラビア語4年

3)アブドルアジｰズ王大学(KingAbdu1az五zUniversity,

Jeadah)理学部地質学科(1978年に20-30名卒業予定)

アラビア語4年

付設応用地質学研究所(InstituteofAppIiedGeo1ogy,

Jeddah)前述(大学院大学)修士課程英語3年

サウジアラビアでは1970/71年度からの第一次五ヵ年

開発計画に引きつづき1975/76年度から第二次五ヵ年

開発計画の実施にはいっている.これらの開発計画の

重要枚目標の一つに人的資源の開発があり教育の振興

が基本であるとして膨大な教育投資を行っている.

さらに第4次中東戦争での石油戦略発動による石油価格

の値上げ(1974年1月)によるオイルダラｰの流入とあ

いまって上記三大学の拡充はめざましいものがある.

各大学の年度予算は年々等比級数的に増えてゆきとどま

るところを知ら狂い.

現在リヤドおよびアブドルアジｰズ王大学は学部や

研究施設の拡充と学生定員の増加に大半の予算と精力と

が注がれている.ジェッダ市のアブドルアジｰズ王大

学キャンパスの10年後のマスタｰ･プランがフィジビリ

ティ･スタディを行ったカナダのコンサルタント会社

により公表されたが現在のジェッダ市の約半分の敷地�
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中近東におこった主要なできご

と(年譜)

西暦(年月)

j昭和(年)

で

きごと

1932年5月�昭7�パノ･レｰン島で石油発見(ペノレシァ湾西岸ではじめての石油)

〃9月�〃�アブドルアジｰズ･イブン･サウドサウジアラビアと国名を改め国王に即位

1933年�昭8�長子サウｰド皇太子に任笹らる

''�''�カリフォルニア･スタンダｰド石油(アラムコの前身)サウジアラビアの石油利権を買いとる

1938年3月�沼13�アラムコサウジアラビアでは1二めて石油を発見

1939年5月�昭14�アラムコサウジアラビア全土の石油利権獲得

〃9月�〃�第2次世界大戦起る(一1945昭20)

1953年11月�昭28�アブドルアジｰズ国王逝去長子サウｰド国ヨ三に即位

1956年7-12月�昭31�スエズ紛争

1958年9月�昭33�バグダｰドに革命おこりイラク王制から共和樹へ

1960年9月�昭35�石油輸出国機構(OPEC)成立

1961年6月�昭36�クウェｰト独立す

1962年�昭37�イエメン内戦エジプト大軍をイエメンに派遣(一1967昭42)

1964年11月�昭39�サウｰド国王退位ファイサル皇太子国王巨に推戴さる

1967年6月�昭42�第3次中東戦争(6回戦争)アラブ軍大敗スエズ運河閉鎖さる

1968年1月�昭43�

1969年9月��サウジアラビアクウェｰトリビアの三王国アラブ石油輸田国機構(OAPEC)を結成本部クウェｰト市

�昭44�リビアにクｰデタｰボ起りカダフィ革命評議会議長共和制を宣言

1970年9月6-9目�昭45�パレスチナ･ゲリラによる旅客機4機ハイジャック

〃9月25目�〃�ヨルダン軍パレスチナ･ゲリラをせん減一黒い九月一

〃9月28日�〃�ナセル大統領(エジプト･アラブ連合)急死しサダト第2代大統領となる

1971年�昭46�アラブ連合国名をエジプトに復す(9月)バパレｰン(8月)カタル(9月)アラブ首長国連邦(12月)それぞれ

��独立

1973年4月�昭48�イスラエル特務隊ベイルｰトに潜入パレスチナ･ゲリラ指講者3名を暗殺

〃10月�''�第4次中東戦争

��アラブ産油国石油戦略発動一石油危機一スエズ運河再開

1974年1月�昭49�石油価格大幅値上げ

1975年2月�昭50�アラビアン'ライト:z77ドル/バｰレル(157&5月)→㌦12ドル/バｰレル(197&10月)→11.65ドル/ノく一レル(19741月)レバノン内戦勃発20ヵ月つづく

〃3月26目�〃�ファイサル国王暗殺さるノ･リド国玉即位

1977年11月�昭52�エジプト･サダト大統領イスラエル訪間一中東平和のきざし一

アラブ首長国連邦(12月)それぞれ

(メッカ道路沿い)に素晴らしい校舎研究棟宿舎群

スタジアム体育館柱どがならび目をみはるぱかりであ

った･しかし狂がらこのように拡充発展途上にある

両大学では教授陣･スタッフの不足と学生数の急増の

ため学生の学問的水準の質の向上は十分とはいえない.

教授陣の大半はエジプト人で講義はアラビア語で行なわ

れカリキュラムも古い.これについて高等教育省で

は医･理･工･農･薬学部の科学系の学部の教育にあ

たって講義は英語とし新しいカリキュラムを導入し欧

米人スタッフの雇傭を早急に行う計画をたて1977/78

年度より実施すると公表しているので今後の学生の質

の向上が期待できる.

石油鉱物資源省の管理下にあるダバランの石油鉱山大

学は｢石油専門のアメリカ大学｣といわれる程教育シ

ステムは開校時からア.メリカ式で講義は英語で行われて

いる.教育予算は他の二大学同様1974/75年度から急

増したが学生定員はほとんど増やさず大半を研究･

教育施設の拡充に当てており学生の質は著しく向上し

ている･応用地質学センタｰでは1974年以降リヤド

および石油鉱山大学から学生を受け入れているが1年

間のupgradin9とマッピングコｰスの後では両者の

間での差は語学力を除いて大分縮まってくる.両大学

卒業生の素質には大きな差異はないが4年間の大学教

育で学問的な差カミでてくることは高等教育省の指摘通り

問題である.

サウジアラビアでは大学までの教育はすべて国費で賄われ教

育費は給費される.全国各地の高校よりの志望者は希望学部

を第三希望まで記載して願書を提出し大学では内申書により

ふるい分けを行う｡最近では希望学部に進めなかった志願者

かエジプトやレバノンの大学に進学し資産家や良家の子弟

が英･米･西独･フランス柱どの大学に進む.これらの場合

のように志願者の意志での国外留学は国費留学生とは彼らな

い.リヤドおよびアブドルアジｰズ王大学の学部の拡充･学

生定員の増加は大半の大学志望者を国内の大学で受け入れる計

画にもとづいている.

1970年初頭まではサウジアラビアの大学の定員が少なく門戸

を地方出身者に開放する方針をとっていたために多くの都市出

身の進学希望者は国費で英･米'エジプト･レバノン･シリ

アなどに留学させられた.

現在中東アラブ圏の諸大学の地質学教室では伝統の

あるベイルｰトのAUBと新興のサウジアラビアの石油

鉱山大学(UPM)クウェｰト大学の三教室が学生の質

･研究施設･カリキュラムの内容からみて三羽馬といえ

よう.近い将来にリヤド･アブドルアジｰズ王大学が

次第にこれらに追いついてくるであろう.

参考のためにサウジアラビアを中心とした中近東でおこった

できごとを年譜でまとめてみた.�


